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こ
の
概
報
に
は
、
さ
き
に
公
刊
し
た
「
藤
原
宮
出
土
木
簡
聯
」
（
昭

和
5
5
年
４
月
）
以
後
、
藤
原
宿
の
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
に
つ
い
て
、

そ
の
主
要
な
も
の
を
収
録
し
た
。

一
、
木
簡
出
上
の
地
点
と
状
況

　
　
第
二
九
次
調
査
（
６
　
Ａ
　
Ｊ
　
Ｂ
Ｉ
口
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
5
年
４
月
～
5
6
年
３
月

　
本
調
査
は
藤
原
宮
車
面
大
垣
を
中
心
と
す
る
地
区
で
行
な
い
、
約

三
〇
〇
〇
�
を
発
掘
し
た
。
調
査
区
は
一
昨
年
度
行
な
っ
た
第
2
4
次

調
査
地
の
南
に
接
す
る
。

　
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
宮
束
面
大
垣
Ｓ
Ａ
１
７
５
’
外
濠
邨
り
｝
回

・
内
濠
の
む
回
呂
・
上
原
ぶ
Ｋ
　
２
８
０
１
－
２
８
０
３
等
が
あ
り
、
他
に
藤
原

宮
期
以
前
の
建
物
、
古
墳
時
代
の
溝
等
が
あ
る
。
木
簡
は
Ｓ
Ｄ
１
７
０
-

Ｓ
Ｄ
２
３
呂
・
　
Ｓ
　
Ｋ
　
２
８
０
１
か
ら
総
計
一
五
丘
二
点
が
出
土
し
た
。

　
邨
｛
｝
Ｌ
回
は
東
面
大
垣
Ｓ
　
Ａ
　
１
７
５
の
東
約
二
〇
ｍ
を
北
流
す
る
素

掘
り
の
南
北
溝
で
、
宮
東
面
外
濠
に
当
る
。
幅
約
五
・
五
～
六
・
〇

ｍ
、
深
さ
Ｉ
・
二
ｍ
で
、
全
長
約
四
七
ｍ
を
検
出
し
た
。
堆
積
土
は

四
層
に
分
れ
る
。
第
一
・
二
層
か
ら
は
少
量
の
遺
物
が
出
土
し
、
第

三
層
か
ら
瓦
・
土
器
・
木
簡
・
木
製
品
が
出
上
し
、
第
四
層
は
無
遺

物
で
あ
っ
た
。
な
お
第
一
層
は
溝
埋
め
た
て
の
土
層
で
あ
る
。
木
簡

は
濠
金
而
に
わ
た
り
二
四
三
九
点
出
土
し
た
。

　
の
り
｝
回
か
ら
は
、
昭
和
五
三
年
本
調
査
区
に
北
接
す
る
第
二
四

次
調
査
で
三
三
八
点
、
昭
和
五
四
年
第
二
四
次
調
査
区
に
北
接
す
る

第
二
七
次
調
査
で
八
七
八
点
の
木
簡
が
出
土
し
た
（
奈
良
国
立
文
化

財
研
究
所
『
藤
原
宮
木
簡
二
』
、
『
藤
原
宮
出
土
木
簡
四
』
参
照
）
。

　
出
土
木
簡
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
大
宝
以
前
七
点
、
大
宝
以
後
六

点
で
あ
り
、
ま
た
荷
札
も
「
評
」
表
記
一
六
点
、
「
郡
」
表
記
一
一

点
て
あ
る
の
で
、
大
宝
令
施
行
以
前
の
も
の
が
か
な
り
の
数
を
占
め

る
と
考
え
ら
れ
る
。
内
容
的
に
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
宮
城

門
号
の
「
多
治
比
山
部
門
」
と
記
す
も
の
が
あ
り
、
第
二
七
次
調
査

出
土
の
少
子
部
門
・
建
部
門
と
と
も
に
藤
原
宿
車
面
宮
城
門
号
を
考

え
る
史
料
と
な
る
。
官
司
名
で
は
、
中
務
省
、
民
部
省
、
皇
太
妃
宮

職
、
宮
内
省
被
官
官
司
の
大
膳
職
、
大
炊
寮
、
内
膳
司
、
造
酒
司
、

園
池
司
等
が
あ
る
。
皇
太
妃
宮
職
は
、
文
武
天
皇
の
母
で
、
次
に
即

位
し
て
元
明
天
皇
と
な
る
阿
閉
皇
女
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
も
の
と

み
ら
れ
、
初
見
の
宮
司
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

　
邨
む
旨
呂
は
Ｓ
Ａ
１
７
５
の
西
約
二
Ｉ
ｍ
を
北
流
す
る
素
掘
り
の
南

北
溝
で
、
宿
車
面
の
内
濠
に
当
る
。
幅
約
二
・
五
大
二
・
〇
ｍ
、
深

さ
約
七
〇
四
で
、
全
艮
三
六
ｍ
を
検
出
し
た
。
堆
積
土
は
三
層
に
分

１－
-



れ
、
木
簡
は
第
二
・
三
層
か
ら
瓦
・
土
器
・
木
製
品
と
共
に
六
九
点

出
土
し
た
。
溝
南
半
の
幅
の
拡
が
っ
て
い
る
所
か
ら
の
出
土
が
多
い
。

　
年
紀
の
あ
る
木
簡
は
な
い
が
、
荷
札
で
第
二
層
か
ら
「
郡
」
表
記

三
点
、
第
三
層
か
ら
「
評
」
表
記
一
点
が
出
土
し
て
い
る
。
ま
た
「
皇

太
妃
宮
舎
人
」
と
記
し
た
も
の
が
注
目
さ
れ
る
。

　
の
Ｘ
Ｓ
Ξ
は
∽
り
旨
呂
の
東
岸
に
あ
る
上
端
で
あ
る
。
東
西
三
・

六
ｍ
、
南
北
一
・
一
ｍ
の
不
整
形
を
呈
し
、
深
さ
は
約
〇
・
六
ｍ
で

あ
る
。
埋
土
は
三
層
に
分
れ
、
木
簡
は
第
一
・
二
層
か
ら
土
器
・
瓦

・
木
片
と
と
も
に
四
四
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
三
四
点
が
削
屑
で

あ
り
、
内
容
的
に
顕
著
な
も
の
は
な
い
。

　
　
第
二
九
－
六
次
調
査
（
６
Ａ
Ｊ
Ｈ
-
Ｑ
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
5
5
年
８
月
～
同
年
1
0
月

　
本
調
査
は
橿
原
市
飛
弾
町
再
開
発
計
画
に
伴
う
事
前
調
査
と
し
て
、

藤
原
宮
南
面
西
門
推
定
地
西
方
の
宮
南
面
大
垣
か
ら
外
濠
付
近
で
行

な
っ
た
。
面
積
は
約
三
〇
〇
�
で
あ
る
。

　
検
出
し
た
主
要
な
遺
構
は
、
宮
南
面
大
垣
Ｓ
　
Ａ

２
９
０
０
'
外
濠
邨
り

呂
｝
、
内
濠
の
り
呂
に
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
遺
構
は
想
定
位
置
よ

り
、
内
濠
で
四
・
六
ｍ
、
大
垣
で
四
・
四
ｍ
、
外
濠
で
九
・
三
ｍ
い

ず
れ
も
南
で
検
出
し
た
。
木
簡
は
∽
り
呂
｝
か
ら
六
点
出
土
し
た
。

　
卯
り
呂
｝
は
？
～
回
呂
の
南
約
二
五
ｍ
を
西
流
す
る
素
掘
り
の
東

西
溝
で
、
宮
南
面
外
濠
に
当
る
。
幅
約
六
ｍ
、
深
さ
約
一
・
三
ｍ
で
、

東
西
六
ｍ
分
を
検
出
し
た
。
堆
積
土
は
五
層
に
分
れ
、
第
一
層
は
溝

廃
絶
時
に
堆
積
し
た
層
、
第
二
・
三
層
は
瓦
・
土
器
を
多
く
含
む
層
、

第
四
層
は
木
簡
・
木
製
品
・
瓦
を
少
量
含
む
層
、
第
五
層
は
瓦
・
木

片
を
多
く
含
む
層
で
あ
っ
た
。
木
簡
の
内
容
で
は
「
考
仕
令
」
と
読

め
る
小
断
片
が
注
目
で
き
る
。

　
二
、
凡
‘
例

ド
　
釈
文
は
出
土
遺
構
ご
と
に
掲
げ
、
同
一
遺
構
の
中
で
は
、
内
容

分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
す
る
の
を
原

則
と
し
た
。

�
　
最
上
段
に
出
土
地
点
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
・
数
字
）
、
次
の
段
に

形
態
を
示
す
型
式
番
号
を
記
し
た
。
型
式
番
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

な
お
本
概
報
で
は
千
位
の
６
を
省
き
三
桁
の
数
字
で
表
わ
し
た
。

否
に
型
式
　
長
方
形
の
材
。

否
冨
型
式
　
長
方
形
の
材
の
側
面
に
孔
を
穿
っ
た
も
の
。

否
応
型
式
　
一
端
が
方
頭
で
、
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。
原
形
は
否
１
１
　
・
６
０
３
２
　
’
６
０
５
１

　
　
　
　
　
型
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

２－



目
に
］
型
式

呂
回
型
式

目
沢
型
式

目
脂
型
式

目
治
型
式

小
形
矩
形
の
も
の
。

小
形
矩
形
の
材
の
一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も

の
。
方
頭
・
圭
頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
い
れ
、
他

端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

呂
治
型
式
　
長
方
形
の
材
の
一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
他
端
は
折
損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た

　
　
　
　
　
も
の
。
原
形
は
呂
３
１
　
･
　
６
０
３
２
　
・
呂
３
３
型
式
の
い
ず
れ
か

　
　
　
　
　
と
推
定
さ
れ
る
。

呂
認
型
式

呂
沼
型
式

呂
雲
型
式

呂
呂
型
式

目
巴
型
式

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、
他
端
は
折

損
・
腐
蝕
な
ど
に
よ
っ
て
原
形
の
失
わ
れ
た
も
の
。

原
形
は
呂
脂
・
目
印
形
式
の
い
ず
れ
か
と
推
定
さ
れ
る
。

用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

折
損
、
・
割
截
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し

な
い
も
の
。

回
９
１
型
式
　
削
屑

）
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